
安定した継続勤務のポイントを
整理・分析する

「研究型ジョブコーチ」について
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ジョブコーチ支援の型・目的

赤字／二重線＝「何を」 青字／波線＝「誰に」

１ はじめに・目的

ジョブコーチ支援は、支援方法により３つの型に分類

ジョブコーチ支援の目的「障害者の職場適応を図ること」

目的を達成するためには、
障害者が行うセルフケア（対処）
事業主が行うラインケア（配慮）

が重要

①職務遂行支援型

②相談支援中心型

③協同支援型

作業場面の観察を行い、業務上のコミュニケーションや、
職場環境の調整等に関して、対象者・事業所担当者へ助言

対象者・事業所担当者との定期相談のなかで
セルフケアやラインケア等について助言

事業所担当者や産業保健スタッフ等へ積極的に
情報提供や研修等を行い、ラインケアのサポート力を向上
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山梨障害者職業センタージョブコーチと話した
「こんなジョブコーチ支援の型は良くない」

１ はじめに・目的
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①順調確認型 ジョブコーチ支援で「順調な状態」だけを確認し、なぜ順調なのか、

障害者も事業所担当者もジョブコーチもわからない型。

②雇用管理委託型
障害者の雇用管理をジョブコーチが行い（例：ジョブコーチが作業

指導や定期相談を行い事業所担当者へ報告する）、ジョブコーチ

支援終了後、事業所担当者が雇用管理できなくなる型。

③支援者満足型
ジョブコーチ支援で支援技法やツール、用語や概念等を支援者の

興味本位で（目的を誤って、もしくは無目的に）使う等、支援者満

足度の向上のために実施している型。

④責任探索型
職場定着がうまくいかない要因を支援者が一方的に決めつけて、

ジョブコーチ支援を終了とする型（例：困難ケースだから、職業準

備性が足りないから、就職前の支援が悪いから、等）。

⑤ノープラン型 支援計画書の障害者名と事業所名を隠すと、ほぼコピペされた支

援内容で、実際にどのように支援したらいいかわからない型。

⑥人生の先輩型 支援者が障害者へ「それでは仕事はできない」「社会は甘くない」

等となぜか説教する型。カウンセラーが出張ることもある。
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第29回職業リハビリテーション研究・実践発表会

職場定着場面で望まれる支援とは

１ はじめに・目的

○調査研究報告書No.140 障害者職業総合センター
『職業リハビリテーション場面における
自己理解を促進するための支援に関する研究』

これからの職業リハビリテーションについて、
「自己理解や障害受容をするための援助や支援を目指すのではなく、
本人の職業生活や作業遂行上の困難について
『なぜそのようになっているのか』を本人の納得できるレベルで
本人が導き出せるよう、そしてその困難との付き合い方を
本人が見出せるように援助する」

○合理的配慮指針
「合理的配慮は、個々の事情を有する
障害者と事業主との相互理解の中で提供されるべき」

1)

2)

職場定着支援においては
障害者だけでなく事業主へも同様のアプローチが重要

職場定着支援においては
障害者と事業主との相互理解をどのように図るべきか
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「研究型ジョブコーチ」の実践

１ はじめに・目的

○期間：令和２年４月以降にジョブコーチ支援を開始し、
令和３年７月末までに終了

○人数：33名中27名
（知的障害７名、精神障害10名、
発達障害８名、高次脳機能障害２名）

○内容：職場定着に効果的なセルフケア・ラインケアを
障害者・事業主とともに見出し、
「安定した継続勤務のポイント」として整理・分析し、
終了ケース会議で共有するジョブコーチ支援を実施

○定着率：100%（令和３年７月末時点）

『 研 究 』とは…
「物事を詳しく調べたり、深く考えたりして、

事実や真理などを明らかにすること。また、その内容」

「研究型ジョブコーチ」と命名



6

第29回職業リハビリテーション研究・実践発表会

本発表でお伝えすること

１ はじめに・目的 ✔

２ 実施結果
(1)「安定した継続勤務のポイント」の形式
(2) 各障害のセルフケア・ラインケアのポイント(表) ☆
(3) ターニングポイント
(4) 支援機関の連絡窓口

３ 考察
(1)「研究型ジョブコーチ」実施の経緯
(2)「研究型ジョブコーチ」の方法 ☆☆
(3)「研究型ジョブコーチ」の有用性 ☆☆
(4)「ナビゲーションブックの更新」と留意事項 ☆☆☆

４ おわりに

※ ☆＝見所
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(1)「安定した継続勤務のポイント」の形式

その他の形式は下記のように様々。「みんなちがって、みんないい」

○ストレス対処整理シートの形式
○絵を描くことが得意な障害者は絵入りで作成する形式
○高次脳機能障害のケースでは「山梨県高次脳機能障害支援ガイドブック」
を引用・改訂して障害特性の説明を加える形式
○定期相談を実施するケースでは
「相談時の聞き取りポイント」を加える形式
○一人暮らしを予定しているケースでは生活面でのポイント
（例：金銭管理、生活リズム）を踏まえて作成する形式

２ 実施結果

基本形式として、下記①〜④で構成

①セルフケアのポイント
②ラインケアのポイント
③勤務継続や雇用管理で留意すべきターニングポイント
④支援機関の連絡窓口
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(1)「安定した継続勤務のポイント」の形式
〜基本形式(例)〜

２ 実施結果
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第29回職業リハビリテーション研究・実践発表会

(1)「安定した継続勤務のポイント」の形式
〜ストレス対処整理シートの形式(例)〜

２ 実施結果
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(1)「安定した継続勤務のポイント」の形式
〜絵入りで作成する形式(例)〜

２ 実施結果

状況 対処内容

慌てたり、焦ってしまうことがありました

↑上図のような失敗をしてしまいました

「慌てない」「一呼吸する」の表示を見て

落ち着くようにする
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(1)「安定した継続勤務のポイント」の形式
〜障害特性の説明を加える形式(例)〜

２ 実施結果

表 裏
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第29回職業リハビリテーション研究・実践発表会

(1)「安定した継続勤務のポイント」の形式
〜「相談時の聞き取りポイント」を加える形式(例)〜

２ 実施結果
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第29回職業リハビリテーション研究・実践発表会

(1)「安定した継続勤務のポイント」の形式
〜生活面でのポイントを踏まえて作成する形式(例)〜

２ 実施結果
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第29回職業リハビリテーション研究・実践発表会

(2)各障害のセルフケア・ラインケアのポイント

２ 実施結果

○内容は原稿の「表」と同様。
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第29回職業リハビリテーション研究・実践発表会

(2)各障害のセルフケア・ラインケアのポイント
〜補足説明〜

２ 実施結果

【セルフケアのポイント】
○障害に関わらず「業務遂行」に関するケアの割合は多い。
○精神障害：「セルフモニタリング」「相談」「体調不良時の早めの対応」

「精神障害者自身が『無理しない』ためのケア」が挙がる。
○発達障害：「特有の疲労しやすさ」に対するケアが挙がる。
○高次脳機能障害：
・「視覚化」「ルール化」「気持ちを落ち着ける」等のケアが挙がる。
・ジョブコーチ支援の期間においては「業務遂行」に関するケアが
挙がりやすいかもしれない。

【ラインケアのポイント】
○「合理的配慮指針事例集」の掲載例と重なるところが多かった。
○障害に関わらず「業務遂行」に関するケアの割合は多い。
○精神障害：「段階的な負荷の設定」「状態把握」「体調不良時の対応」

「関わり方」等のケアが挙がる。
○発達障害：「イレギュラー時の対応」「情報処理」へのケアが挙がる。
○高次脳機能障害：「刺激の少ない環境の調整」へのケアが挙がる。
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第29回職業リハビリテーション研究・実践発表会

(3)ターニングポイント (4)支援機関の連絡窓口

２ 実施結果

【勤務継続や雇用管理で留意すべきターニングポイント】
障害に関わらず、下記①〜⑤が挙がった。

①担当業務を追加・変更したり、勤務時間を延長する等、
業務負担が増えるとき
②事業所担当者が異動するとき
③生活面で変化が生じるとき
（例：一人暮らしを始める、育児、等）
④繁忙期・閑散期
⑤障害者特有の体調不良時（例：夜眠れない、等）

【支援機関の連絡窓口】
○フォローアップ期間
○担当機関・者
○連絡先 等

※精神障害のケースにおいては、通院する精神科病院の連絡窓口
（外来ワーカーが担当することが多い）も追加記載。
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(1)「研究型ジョブコーチ」実施の経緯

３ 考察

○ジョブコーチ支援終了後における事業主のナチュラルサポートの維持
○事業主・関係機関から「支援機関の担当がわかりにくい」という意見

→ラインケアのポイント・ターニングポイント・支援機関の連絡窓口を
記載した「安定した継続勤務のポイント」を作成

「職場定着のためにはセルフケアも重要なのでは？」

「どのようにしたら各ポイントをより良く見出せるのか？」

「研究型ジョブコーチ」の実践
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第29回職業リハビリテーション研究・実践発表会

(2)「研究型ジョブコーチ」の方法 〜就職前〜

３ 考察

障害者 事業所担当者

支援者

ナビゲーションブック
就労パスポート

独自に作成された資料

個別相談、ケース会議

事前にセルフケア・ラインケアを整理・共有し、
ジョブコーチ支援に臨む
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第29回職業リハビリテーション研究・実践発表会

(2)「研究型ジョブコーチ」の方法 〜就職後〜

３ 考察

役に立った／取り組んでもらい助かった
セルフケア・ラインケア

双方が感想・フィードバック

障害者

○「なぜそのようになっているのか」

「どのようにしたらいいか」検討

○感想・フィードバックを促す

○ジョブコーチ主導に注意

○「なぜそのようになっているのか」

「どのようにしたらいいか」検討

○感想・フィードバックを促す

○ジョブコーチ主導に注意

相談場面や
職務遂行場面
における対話

得られた知見を「安定した継続勤務のポイント」として整理・分析
作成者は障害者・事業所担当者・支援者を問わない

終了ケース会議で共有

事業所担当者

研究型ジョブコーチ
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(3)「研究型ジョブコーチ」の有用性

３ 考察

○調査研究報告書No.157 障害者職業総合センター
『プライバシーガイドライン、障害者差別禁止指針及び
合理的配慮指針に係る取組の実態把握に関する調査研究』

・「働きやすい職場作りとは、
企業と障害者がいかに話し合うことができる関係を構築するか
がとても重要」

・ 合理的配慮の提供にあたり
社員への障害理解の取組を進めるプロセスを支える
社外の専門家の一人として『ジョブコーチ』を挙げている。

3)

合理的配慮に係る障害者・事業所担当者の対話を促進し、
関係構築を図る「研究型ジョブコーチ」は有用であると考える。
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(3)「研究型ジョブコーチ」の有用性

３ 考察

○池淵恵美「精神障害とリハビリテーション vol.25 No.1」
『統合失調症の人の生きがいのある生活をめざして 社会モデルと合理的配慮』
Q「合理的配慮とはどうあるべきだろうか」
A「多くの関係者の共同創造（co-production）から生まれるだろう」

障害者 事業主

研究型ジョブコーチ

職業リハビリテーションにおける
「共同創造」のひとつの形

サービス提供者・開発者や政策決定者、市民、その他の利害関係者が自発的に協力し、
互いの知識を尊重しながらサービスの改善や技術革新(イノベーション)を推し進めるという概念

4)

6)

障害者と事業主が互いの経験や意見を尊重し、
職場定着に向けて主体的に協力するためのアプローチ
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第29回職業リハビリテーション研究・実践発表会

(4)「ナビゲーションブックの更新」と留意事項

３ 考察

○支援マニュアルNo.13 障害者職業総合センター
『発達障害者のワークシステム・サポートプログラム

ナビゲーションブックの作成と活用』

ナビゲーションブックの特徴
①障害者自身が主体的に作成する
②一度作成したら終わりではなく更新する
③固定化された枠にとらわれない

○「研究型ジョブコーチ」を実践するなかで、
ナビゲーションブックの内容は就職前の情報共有の点で参考になったが、
一方で、

5)

就職後にナビゲーションブックを更新していくことに
難しさを感じた。
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(4)「ナビゲーションブックの更新」と留意事項

３ 考察

○就職後も「①障害者自身が主体的に作成する」に捉われると…

障害者 事業主

ジョブコーチ

○勤務しながらの更新や支援に
物理的・時間的な制約が発生
○職場外での更新や支援は
望ましいものか？
○そもそも障害者が主体的に
作成できているのか？

○就職後も障害者からの発信だけでいい？
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○事業主からの関わりは？
○事業主は障害者からの発信
に応えるだけ？
○事業主だけが主体的でも
もちろん良くない

○職場定着のためには障害者だけでなく事業主の主体性も重要。
○合理的配慮指針の内容を阻害する可能性を感じた。
「事業主は、必要に応じて定期的に職場において支障となっている事情の有無を確認する」

「障害者と事業主との相互理解の中で提供されるべき」
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第29回職業リハビリテーション研究・実践発表会

(4)「ナビゲーションブックの更新」と留意事項

３ 考察

「どの程度まで合理的配慮を
求めてよいのかわからない」

「どの程度まで障害について
聞いていいのかわからない」

障害者 事業主

研究型ジョブコーチ

支援者は障害者と事業主が持つ各々の当事者性の背景を踏まえつつ
(例：雇用関係、障害の知識・経験、プライバシーの開示・配慮、等)
支援者も当事者の一人として、どちらに偏ることなく支援に臨む

○主体性を発揮するには、
その取組の先に希望が感じられるか
○職場定着に向けて各々が希望を見出す
○主体性が自動付与された成果物よりも、
主体的に相互理解する過程が大事



第29回職業リハビリテーション研究・実践発表会 ３ 考察

(4)「ナビゲーションブックの更新」と留意事項
山梨障害者職業センタージョブコーチと話した

職場定着場面で望ましい
ナビゲーションブックの作り方や更新の仕方のヒント
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○就職前は
「私の特徴等をまとめたナビゲーションブック」で、主語は「I」。
就職後は
「私達の特徴等をまとめたナビゲーションブック」で、主語は「We」。

○就職前のナビゲーションブックに多く記載される
障害者のセールスポイント・障害特性・対処・配慮の項目に、
就職後は「事業所のセールスポイント・事業所の特性」等を加え、
職場に応じた双方の対処・配慮を検討する必要がある。

○就職前のナビゲーションブックは「失敗体験」に着目しがちだが、
就職後は「成功体験」に着目して作成されやすい。両方に価値がある。

○就職前の「ナビゲーション（障害者が案内する）ブック」を
就職後は「コラボレーション（障害者と事業主が共同する）ブック」や、

「コ・プロダクション（共同創造）ブック」に進化させると良い。



第29回職業リハビリテーション研究・実践発表会 ３ 考察

(4)「ナビゲーションブックの更新」と留意事項
就職前のナビゲーションブックをベースに

就職後ジョブコーチ支援で「コラボレーションブック」を作ってみました
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第29回職業リハビリテーション研究・実践発表会 ３ 考察

(4)「ナビゲーションブックの更新」と留意事項
山梨障害者職業センタージョブコーチと話した

職場定着場面で望ましい
ナビゲーションブックの作り方や更新の仕方のヒント
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○ジョブコーチ支援のパンフレットは
ジョブコーチ支援についてだけではなく、ジョブコーチ支援終了後の
障害者・事業主のお互いの関わり方（合理的配慮の検討の仕方）を
伝えると良いのではないか。

○ナビゲーションブックの作り方や更新の仕方は、
障害者や支援者だけでなく、むしろ事業主が覚えると良いのではないか。
→合理的配慮形成のために、
事業主に対するナビゲーションブック研修の必要性や、
企業在籍型ジョブコーチの担う役割が期待される。

○就職後に誤った過程でナビゲーションブックが作成・更新されると、
「望まない合理的配慮」が形成される危険性があるため、
十分注意する必要がある。

職場定着場面におけるナビゲーションブックの作り方や更新の仕方の
方法論は確立されていないので、地域の皆さんで見出していきましょう！
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型にこだわらず、ジョブコーチ支援をつきつめる

４ おわりに

本発表の内容を踏まえると「研究型ジョブコーチ」は

「合理的配慮型」

「対話型」

「共同創造型」

と言い換えても差し支えないし、

「○○型」と言わずとも、
ジョブコーチ支援には本発表で報告した要素が

本来備わっているのではないか
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ご清聴ありがとうございました

「異邦人」「ペスト」等が代表作の
フランスの小説家アルベール・カミュの言葉

本発表の内容を踏まえて、
職業リハビリテーションにおける「パートナーシップ」に関する言葉として、

「誰」が「誰」に言っているのか、
想像して読むと面白いかもしれません。

４ おわりに

Don’t walk behind me; I may not lead.
Don’t walk in front of me; I may not follow.

Just walk beside me and be my friend.

僕の後ろを歩かないでくれ。僕は導かないかもしれない。
僕の前を歩かないでくれ。僕はついていかないかもしれない。

僕と一緒に歩いて、友達でいてほしい。
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